
弟子屈町地域公共交通活性化協議会

○地域公共交通の課題
・公共交通空白地の解消
・利用者ニーズに合ったバス路線の再編

○調査の主な内容
・現況交通実態調査・交通ニーズ把握調査
・デマンド化の可能性調査
・弟子屈町地域公共交通網形成計画（案）の取りまとめ

○地域公共交通の現況
・路線バス ： １事業者４路線 ・鉄道 ： １事業者１路線
・ハイヤー ： １事業者 ・スクールバス ： ７路線

弟子屈町

弟子屈町は、北海道の東部に位置し、人口7,468人（平成29年10月末現在）の観光と農業を主産業とする町である。摩周湖や屈斜路湖、硫黄山
などの優れた景勝地や、川湯温泉、摩周温泉などの観光資源に恵まれ、年間80万人を越える観光客及び20万台以上の車輌が訪れている。
当町における地域公共交通活性化及び再生に向けた課題として、『環境にやさしい地域交通体系構築に向けた取り組みの推進』『町民の移動の
足としての現路線の維持・確保』『滞在型観光を支える町内２次交通の充実』の３つを整理、弟子屈町の地域公共交通の活性化及び再生の総合的
かつ一体的な推進に関する基本的な方針を『環境にやさしく、生活交通と観光交通が一体となった地域交通体系の構築』と定め、平成30年度まで
を計画期間とした弟子屈町地域公共交通総合連携計画を平成21年３月に策定した。
しかしながら、本町における65歳以上の割合は36.9％（Ｈ28.12末）に達しており、全道平均の28.8％と比較しても高齢化が進行しており、また、運
転免許証の返納者が増加する現状において、既存の路線だけでは交通空白地を解消できず、交通弱者への対応が急務である。

概 要

平成20年3月20日設置

○地域公共交通活性化協議会開催状況
平成30年6月27日 第１回協議会を開催
○主な協議事項
弟子屈町地域公共交通網形成計画策定に係るスケジュール
について
平成30年9月20日 第2回協議会（書面会議）を開催
○主な協議事項
地域公共交通アンケート及びデマンド実証実験の実施内容
について
平成30年12月19日 第5回協議会を開催
○主な協議事項
公共交通アンケート調査速報とデマンド実証実験中間報告
について
平成31年2月27日 協議会分科会開催（予定）
○主な協議事項
弟子屈町地域公共交通の方向性について
平成31年3月下旬 第6回協議会開催（予定）
○主な協議事項
弟子屈町地域公共交通網形成計画（案）について



弟子屈町全図

弟子屈町地域公共交通活性化協議会

美留和線及び川湯線 弟子屈市内線



平成○○年○月○○日設置
弟子屈町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

ＪＲ釧網線とのアクセス性や観光交通を確保すると共に、
課題となっている利用者数が減少傾向にある市内路線や、
公共交通空白地の解消に向け、タクシー助成やデマンド交
通の導入も視野に入れ、アンケート調査で得られた公共交
通へのニーズ等を反映した、より住民が利用しやすい公共
交通網の再編を目指す。

●地域公共交通網形成計画等の計画策定に向けた方針

【結果概要】
・公共交通空白地域の住民18才～89才650人全員と、市街
地区の住民18才～89才の無作為に抽出した1,350人、合計
2,000人を対象として、普段の交通手段、公共交通等の利用
状況、今後の公共交通の方向性等アンケート調査を実施し、
交通利用状況や今後の公共交通へのニーズ等を把握するこ
とができた。
・弟子屈市街地区において、デマンド交通実証実験を行い、
新たな交通手段としての可能性を調査した。
・アンケート調査、デマンド交通実証実験結果を踏まえ当町
に適した公共交通体系の方向性を示す地域公共交通網形
成計画（案）を今年度中に作成し、新年度地域公共交通網
形成計画を策定する。

●事業の結果概要

計画通り事業は適切に実施された。

●事業実施の適切性

・地域公共交通網形成計画の策定に当たっては、今年度実施した調査結果を良く精査の上、地域公共交通の実
態を肌で感じつつ、進めていただきたい。
・その際、まちづくりとの連携も考慮に入れて取り組んでいくことが望ましい。

・また、実効性のある持続可能な計画とするため、引き続き関係者と丁寧な調整を心がけながら進めていくこと
が肝要である。
・今後、同計画に基づき、多様な関係者と連携して積極的な利用促進施策の推進等の取り組みに期待する。

●地方運輸局における二次評価結果


